
会報58号
「あさかの」

名
月
に
だ
ん
ご
供
へ
し
義
母
の
影

（
１
Ｃ
）
角
田
　
千
恵

芭
蕉
路
を
友
と
辿
り
て
い
ろ
紅
葉

（
２
Ｃ
）
古
川
　
陽
子

磐
梯
の
田
に
群
れ
て
ゐ
し
小
白
鳥

（
３
Ｃ
）
藤
田
　
尚
子

孫
の
絵
に
お
ち
ょ
こ
傾
け
星
月
夜

（
４
Ｃ
）
大
川
原
弘
輔

朝
涼
に
古
墳
を
清
め
想
い
は
せ

（
研
１
）
菅
家
　
那
弘

古
希
過
ぎ
て
学
園
通
い
再
朱
夏

（
研
２
）
日
下
美
代
子

秋
の
夜
ひ
と
り
静
か
に
本
を
読
む

（
１
Ａ
）
宝
柳
　
　
洋

岸
田
丸
迷
走
続
け
港
な
し

（
１
Ａ
）
神
山
　
啓
子

マ
ス
ク
取
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
あ
な
た
誰

（
２
Ａ
）
相
澤
　
栄
子

世
も
す
え
と
嘆
く
我
が
身
は
世
の
は
て
と

（
３
Ａ
）
佐
々
木
勝
夫

初
舞
台
み
ん
な
で
踊
る
学
園
祭

（
４
Ａ
）
阿
部
三
千
子

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
声
優
だ
け
が
歳
を
取
り

（
研
１
）
大
塚
　
友
子

雨
や
み
て
光
る
草
木
冬
わ
ら
び

（
研
２
）
伊
部
三
千
子

短  

歌

俳  

句
川  

柳

ほ
し
づ
く
よ

そ
う
ぼ
く
ふ
ゆ

あ
さ
す
ず

き
よ

さ
い
し
ゅ
が

す
す
き
持
つ
下
校
の
子
ら
は
じ
ゃ
れ
あ
い
て

家
並
み
は
ず
れ
の
道
を
賑
わ
す
　

（
１
Ｂ
）
宗
像
　
道
子

万
葉
の
歌
に
惹
か
れ
て
ほ
と
と
ぎ
す

秋
の
ひ
と
と
き
咲
く
ほ
と
と
ぎ
す
　

（
２
Ｂ
） 

栁
田
美
惠
子

人
生
の
終
盤
迎
え
思
う
こ
と

希
望
忘
れ
ず
感
謝
感
謝
か
な
　

（
３
Ｂ
）
田
川
の
り
子

あ
さ
か
の
の
友
の
笑
顔
に
涙
し
て

何
を
想
う
か
祭
典
終
え
て
　

（
４
Ｂ
）
山
口
さ
た
子

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
友
達
曲
目
に

人
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
見
え
る
　

（
研
１
） 

熊
田
　
善
三

仰
ぎ
見
る
思
い
で
多
し
ビ
ッ
グ
ア
イ

六
年
間
の
感
謝
い
っ
ぱ
い
　

（
研
２
）
森
田
ひ
と
み

や

な

き
ょ
く
も
く

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

令和５年１０月１３日（金）
けんしん郡山文化センター大ホールにて３年
ぶりのクラス発表会。一致団結！各クラスと
も創意工夫のすばらしい発表を終える。

　
学
園
祭
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
は
秋

空
晴
天
の
10
月
13
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
年
ぶ
り
と
の
事
で
し
た
が
、

経
験
者
は
ほ
と
ん
ど
居
な
い
中
、

先
生
・
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
お
陰

で
大
成
功
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
私
は
３
回
目
の
経
験
と
い

う
事
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
長
と
い

う
大
役
を
引
き
受
け
た
も
の
の
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
幕
が
上
が
る
と
ど
う
で
し

ょ
う
。
思
わ
ず
一
緒
に
口
ず
さ
む

合
唱
・
コ
ー
ラ
ス
、
心
躍
る
ダ
ン

ス
や
踊
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
演

目
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　「
ふ
た
た
び
の
青
春
」そ
の
ま
ま
、

年
を
忘
れ
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
だ

一
日
で
し
た
。

「
大
成
功
の
学
園
祭
」

学園祭 ステージ発表部長
専門2年  郷土・生活

青沼 惠子

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

最優秀賞

優秀賞

藤田昌宏さん（1Ｂ）
佐浦　東さん（4Ｂ）
北　里子さん（研1）

の３名が表彰されました。
おめでとうございました。

　何と、11月になって夏日を記録するとは!! 専門２年になって
初めて、手探りの学園祭。何すればいいんだろう？担当の人た
ちも大変だろうな…と出し物決定！当然全クラス、先生方も
準備に苦労された事と思います。蓋を開けてみれば大成功に
終わる事が出来ました。｠
 　「あさかの学園大学」の学生たちはいざとなったら、今まで
の経験を十二分に発揮して何事にも立ち向かえるんじゃない
だろうかと思える程、力強く頼りになる人たちの集まりなんだ
なぁと、改めて思い知らされました。これから入学される方々
も同じだと思いますので、学園魂を引き継いでいきましょうね。

編 集 後 記 会報編集委員会
総務 橋本 秀雄

寄付と募金

♬会報「あさかの」が郡山市HPに掲載されることになりました。

掲載場所 郡山市トップページ＞ココカラこおりやま！＞健康メニュー＞生きがいづくり
（趣味・社会参加）＞あさかの学園の概要＞学生会に関する資料等

あさかの学園の
概要ページ

スマホの練習にご活用ください！

応募23作品の中から タオル寄付

歳末助け合い募金

1,091枚

￥190,254

4B 夢のフラフラサンバ

第
30
回

第
30
回

◆郡山市社会福祉事業団へ11月30日
（木）に訪問し、タオル、バスタオルを
お渡ししました。

◆郡山市社会福祉協議会へ12月25日
(月)に訪問し、寄付金をお渡ししました。
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学園祭ポスター
受賞者
おめでとう
ございます

オープニングセレモニー

ステージ発表

市長をはじめ
来賓者の方々、生徒の皆様と
久しぶりに校歌斉唱！

曲名「ねがい」「落葉松」「ふるさと」

里の秋・ありがとうさようなら・あさかの学園大学の歌365歩のマーチ・サザエさん・どうにもとまらない

ズンドコ節・あさかの学園応援団笑いヨガ・長生きサンバ

長生きサンバ・寄ってらっしゃい飲んでらっしゃい夢のフラフラサンバ

３Cジジ・ババ応援団４Cエクササイズ

ビビットコーラスによる素晴らしい合唱

●指揮：佐藤守廣先生
●ピアノ：川村彰子さん
●バイオリン：渡邉真浩さん

研２研１

３Ａ

３Ｂ

３Ｃ

４Ａ

４Ｂ

４Ｃ

「青春ふたたび」斉唱

ビビットコーラスファイナルセレモニー
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「
初
め
て
の
現
地
学
習
」

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化  

日
下 

　登

「
曾
良
に
な
り
き
っ
て
」

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
　伊
藤 

正
義

「
会
津
の
仏
教
文
化
」

専
門
一
年  

健
康
・
福
祉  

豆
腐
谷 

栄
二

現
地
学
習

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　小
松 

恒
雄

手のひらを太陽に・お祭りマンボ河内おとこ節

阿波踊り

鉄腕アトム・恋するフォーチェンクッキーそんな時代もあったねと、いつか話せるきがするわ

聞いて！ハンドベル演奏

１Ａ

１Ｂ

１Ｃ

２Ａ

２Ｂ

２Ｃ

現 地 学 習
　
初
め
て
の
現
地
学
習
は
、「
奥
の
細

道
を
訪
ね
て
」
で
し
た
。
芭
蕉
が
辿
っ

た
境
の
明
神
、
白
河
の
関
、
乙
字
ケ
滝
、

可
伸
庵
、
十
念
寺
を
訪
ね
て
、
当
時
の

こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
の
中
で
は
、
小
学
校
時
代
の
遠

足
を
思
い
出
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
現

地
学
習
で
、あ
ら
た
め
て
「
奥
の
細
道
」

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
六
ヶ
月
が
経
ち
、
今
後
も

ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
学
園

生
活
を
謳

歌
し
た
い

と
思
い
ま

す
。
み
な

さ
ん
、
今

後
の
人
生

を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　
現
地
学
習
奥
の
細
道
を
訪
ね
て
Ⅱ
に
、

29
名
の
仲
間
と
松
尾
芭
蕉
と
曾
良
に
な

り
す
ま
し
、
根
本
清
夫
先
生
の
案
内
の

も
と
現
地
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
和
田
町
の
安
積
山
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
初
め
て
の
こ
と
、
現
在
は
ア
サ
カ

ノ
沼
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
二

本
松
市
黒
塚
へ
、
本
当
に
鬼
婆
は
居
た

ん
だ
ろ
う
か
と
？
あ
の
大
き
な
石
は
ど

う
し
て
運
ん
で
き
た
ん
だ
ろ
う
か
と
。

歌
舞
伎
の
演
目
で
有
名
な
奥
州
安
達
原

で
す
。
福
島
市
の
文
知
摺
観
音
へ
、
残

念
な
が
ら
も
み
じ
の
紅
葉
は
ち
ょ
っ
と

早
か
っ
た
で
す
。

　
美
味
し
い
弁
当
を
食
べ
、
医
王
寺
へ
。

佐
藤
基
治
公
・
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
菩

提
寺
、
本
堂
の
天
井
絵
に
は
み
ん
な
が

見
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
厚
樫
山
の
防
塁

跡
を
車
内
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。
昔
の

人
は
本
当
に
凄
い
な
と
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
松
尾
芭
蕉
、
曾
良

に
な
り
き
っ
た
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
勝
常
寺
（
八
〇
七
年
・

徳
一
大
師
に
よ
り
開
基
）、
長
床
で
有

名
な
新
宮
熊
野
神
社
（
一
〇
八
五
年
・

源
義
家
に
よ
り
勧
請
）。
道
の
駅
「
喜

多
の
郷
」
で
の
昼
食
を
は
さ
み
、
午
後

は
会
津
大
仏
の
あ
る
願
成
寺
（
一
二
二

七
年
・
隆
寛
に
よ
り
開
基
）、
そ
し
て

中
善
寺
（
開
基
僧
は
不
明
で
一
三
一
〇

年
に
創
設
）
の
四
ケ
所
。｠

　
特
に
勝
常
寺
は
三
十
余
体
の
仏
像
が

あ
り
、
中
で
も
木
造
薬
師
如
来
坐
像
は

一
九
九
六
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
そ

の
他
９
体
も
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
改
め
て
、会
津
一
千
余
年
の
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
の
高
さ
、
深
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
現
地
学
習
で
し
た
。｠

　
９
月
６
日
、
天
気
予
報
で
は
雷
を
伴

う
激
し
い
雨
だ
っ
た
が
、
晴
れ
男
・
晴

れ
女
が
多
か
っ
た
せ
い
か
そ
れ
ほ
ど
ひ

ど
い
雨
に
会
わ
ず
会
津
の
仏
教
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
ず
弘
安
寺
（
中
田
観
音
）
か
ら
始

ま
り
、
法
用
寺
、
法
幢
寺
、
上
宇
内
薬

師
堂
、
恵
隆
寺
（
立
木
観
音
）、
心
清

水
八
幡
神
社
に
参
拝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
丁

寧
な
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
こ
で
は
中
田
観
音
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
す
で
に
ご
存
じ

の
と
お
り
、
こ
の
中
田
観
音
に
は
野
口

英
世
博
士
の
母
シ
カ
が
毎
月
訪
れ
、
英

世
の
立
身
出
世
と
外
国
か
ら
早
く
帰
っ

て
く
る
よ
う
に
月
参
り
を
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
猪
苗
代
か
ら
中
田
観
音
ま

で
徒
歩
で
通
っ
た
そ
う
で
母
親
の
大
き

な
愛
情
に

感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
講
師

の
大
塚
先

生
の
ウ
イ

ッ
ト
に
富

ん
だ
雑
学

も
披
露
し

て
い
た
だ

き
楽
し
い

１
日
に
な

り
ま
し
た
。
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山
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
初
め
て
の
こ
と
、
現
在
は
ア
サ
カ

ノ
沼
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
二

本
松
市
黒
塚
へ
、
本
当
に
鬼
婆
は
居
た

ん
だ
ろ
う
か
と
？
あ
の
大
き
な
石
は
ど

う
し
て
運
ん
で
き
た
ん
だ
ろ
う
か
と
。

歌
舞
伎
の
演
目
で
有
名
な
奥
州
安
達
原

で
す
。
福
島
市
の
文
知
摺
観
音
へ
、
残

念
な
が
ら
も
み
じ
の
紅
葉
は
ち
ょ
っ
と

早
か
っ
た
で
す
。

　
美
味
し
い
弁
当
を
食
べ
、
医
王
寺
へ
。

佐
藤
基
治
公
・
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
菩

提
寺
、
本
堂
の
天
井
絵
に
は
み
ん
な
が

見
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
厚
樫
山
の
防
塁

跡
を
車
内
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。
昔
の

人
は
本
当
に
凄
い
な
と
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
松
尾
芭
蕉
、
曾
良

に
な
り
き
っ
た
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
勝
常
寺
（
八
〇
七
年
・

徳
一
大
師
に
よ
り
開
基
）、
長
床
で
有

名
な
新
宮
熊
野
神
社
（
一
〇
八
五
年
・

源
義
家
に
よ
り
勧
請
）。
道
の
駅
「
喜

多
の
郷
」
で
の
昼
食
を
は
さ
み
、
午
後

は
会
津
大
仏
の
あ
る
願
成
寺
（
一
二
二

七
年
・
隆
寛
に
よ
り
開
基
）、
そ
し
て

中
善
寺
（
開
基
僧
は
不
明
で
一
三
一
〇

年
に
創
設
）
の
四
ケ
所
。｠

　
特
に
勝
常
寺
は
三
十
余
体
の
仏
像
が

あ
り
、
中
で
も
木
造
薬
師
如
来
坐
像
は

一
九
九
六
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
そ

の
他
９
体
も
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
改
め
て
、会
津
一
千
余
年
の
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
の
高
さ
、
深
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
現
地
学
習
で
し
た
。｠

　
９
月
６
日
、
天
気
予
報
で
は
雷
を
伴

う
激
し
い
雨
だ
っ
た
が
、
晴
れ
男
・
晴

れ
女
が
多
か
っ
た
せ
い
か
そ
れ
ほ
ど
ひ

ど
い
雨
に
会
わ
ず
会
津
の
仏
教
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
ず
弘
安
寺
（
中
田
観
音
）
か
ら
始

ま
り
、
法
用
寺
、
法
幢
寺
、
上
宇
内
薬

師
堂
、
恵
隆
寺
（
立
木
観
音
）、
心
清

水
八
幡
神
社
に
参
拝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
丁

寧
な
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
こ
で
は
中
田
観
音
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
す
で
に
ご
存
じ

の
と
お
り
、
こ
の
中
田
観
音
に
は
野
口

英
世
博
士
の
母
シ
カ
が
毎
月
訪
れ
、
英

世
の
立
身
出
世
と
外
国
か
ら
早
く
帰
っ

て
く
る
よ
う
に
月
参
り
を
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
猪
苗
代
か
ら
中
田
観
音
ま

で
徒
歩
で
通
っ
た
そ
う
で
母
親
の
大
き

な
愛
情
に

感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
講
師

の
大
塚
先

生
の
ウ
イ

ッ
ト
に
富

ん
だ
雑
学

も
披
露
し

て
い
た
だ

き
楽
し
い

１
日
に
な

り
ま
し
た
。
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　総務委員会の主な活動は、学級内においては学
級会議等での記録や委員長・副委員長の補佐、学
生会全体では、理事会等での記録やマスコミ等へ
の広報活動、そして福祉施設への募金活動や寄付
品募集活動となっています。
　11月の寄付品募集活動では、タオル・バスタオル
を合計1,091枚、学生の皆さんからご寄付いただき、
市内の児童福祉施設や老健施設に贈ることができ
ました。また、募金活動では、歳末助け合い運動の
一環として、これも学生の皆さんから合計190,254円
を寄付いただき、市社会福祉協議会を通じて各福
祉施設に贈ることができました。多くの施設から感
謝され、お礼の手紙を受け取ったところです。
　このように、今年度の総務委員会の活動が滞りな
くスムーズに終えることができたのも、実行委員の
方々のご協力、事務局の先生方や学生の皆様方の
多大なご協力のおかげと感謝申し上げます。

　本年度は、コロナ禍以前と変わらずに多くの学園
の行事と学生会の事業が粛々と開催され、継続で
きることへの感謝と同時に絆やコミュニケーション
の大切さを新たに実感した年でもありました。
　市民文化センターでの「入学式・始業式」が４年
ぶりに行われたことは、普通であることの大切さを
痛感しました。さらに「運動会」や「学園祭」での一
致団結のすばらしさや、ステージ発表に至るまでの
今までにない密なコミュニケーションでクラスの絆
を深められた充足感は、携わった皆様の共有の財
産となったことと思います。
　同様に各実行委員会の活動も、例年通り計画立
案からクラスへの働きかけ、関係先との交渉など多
岐にわたるコミュニケーションを軸として、多くの方
のご協力をいただきながら、推進・実行がなされて
きました。
　改めて、実行委員の皆様、事務局の皆様、またご
協力いただきました皆様に感謝申し上げます。

学生会会長　佐藤 重章

令和５年度学生会
活動を振り返って

総務理事　渡邉 克行

総務委員会報告

　あさかの学園に入学させていただき、６年が過ぎ
ようとしている。振り返るとあっと言う間の時間の流
れであった。｠
　日々の学園生活では「拝聴」・「受容」・「共有」
を自分の柱にして過ごしてきましたが、今となって
は、楽しい思い出と自己反省点ばかり記憶に残って
いるところです。
　６年間の学園生活では、多くの人との出会いが
あったことに感謝をしています。私の世代は、１つの
職業を一生涯と言う傾向が強かったように思う。御
多分に漏れることなく私もその一人である。そのよ
うな中での人との出会いは、その後の人生に多くの
影響を及ぼすことに繋がっていると思う。
　６年間の生活を今後に生かして、毎日を大切に過
ごしていきたい。
　最後に、あさかの学園の益々のご発展と学生会
の皆さんのご活躍を心からお祈りします。

　今年度はコロナも５月からは、２類から５類になり
一部を除きやっと平年と同じように活動ができた年
だったと思います。学生会会費も学生1,500円、研修
1,000円とコロナ以前の会費の運営となり、またコロナ
が落ち着いた状況になった事で新入生も定員を超え
る応募者がありました。学生会活動の予算も通常通
りになって良かったです。
　実行委員会の活動もそれぞれ皆さん活発に活動さ
れていました。各クラスの会計担当者の方や各班の
会計の方は日々の会計業務の役割大変ありがとうご
ざいます。全体で集まる機会がないのでこの紙面を
お借りして感謝の意をお伝えしたいと思います。
　又、運動会や学園祭でのイベントでは各クラスの活
動状況も大変活気があり、クラスの団結に貢献したの
ではないでしょうか。今後は、人生100歳時代を見越
して、個 人々が楽しみクラスの結束を図りつつ、自分た
ちの年齢による経験値をもっと活用して地域社会に
貢献できる、あさかの学園としてのパワーを発揮でき
るように皆で協力し、活動していければ最高ですね！｠

会計理事　粟山 　昇

学生会会計の
運用などについて｠

１８研修コース２年　小林 　栄

学生生活６年間を
終えて

　５月の第１回実行委員会で令和５年度活動計画を審議し承認を得てスタートしました。｠
　７月・第１回大安場史跡公園前川清掃活動、８月・うねめ踊り事後清掃活動、９月・第２回大安場史跡
公園前川清掃活動、令和６年１月・環境セミナー開催（演題「健腸長寿と腸内フローラ」 講師 郡山ヤク
ルト販売  山田大輔様）。
　委員会も円滑に活動を行う為７回の会議を開きその都度活発な質疑応答を行いました。学生皆様の
ご協力により、多数の参加者で草刈りゴミ拾い清掃活動などを行い事故もなく無事終了できたことを感
謝申し上げます。この活動を機会に環境整備への積極参加、家庭ごみの分別管理など一人でも多くの方
がまずはできることから実施し美しく素晴らしいこの地球を次世代へ繋いでいきましょう。

教養2年  健康・福祉
五十嵐 和紀

環境ボランティア
実行委員長

環境ボランティア実行委員会活動を終えて

　レクリエーション実行委員長になり思い付いたのは、今までは神社仏閣を巡るのが大半であったことから、
今年は別の視点から考えようと思いました。
　第１回目のレク委員会で目的地は、茨城県つくば市にある「国立研究開発法人宇宙航空開発機構筑波宇宙
センター」を提案し、同意を得られ、以後８回もの委員会を開催し準備をして、当日を迎えることができました。
宇宙センターは、HⅡロケットが横たわっており、長さは50m。展示館の中は自由見学で、国際宇宙ステーショ
ンの日本実験棟「きぼう」、宇宙ステーションに物資の補給を担った「こうのとり」や多くの和名の衛星がたく
さん展示されていました。また、日本のロケットの推移が展示されてあり、今の日本は大きな衛星を打ち上げる
技術が確立していると実感できたと思います。
　最後になりますが、240余名もの学生諸君の参加を頂いたこと、御礼申し上げます。また、無事終了できたこ
とは、各クラスの委員の皆様のご協力によるものと思っております。本当にありがとうございました。

専門1年  郷土・生活
田辺 新太郎

レクリエーション
実行委員長

レクリエーション実行委員会活動を終えて｠

　本年9月27日（水）、34年間に渉る講師の役割を終了しました。初年度は平成２年（1990年）50歳でした。
私にとって、当時の学生さんはお兄さんお姉さんでしたが、そのうち同年代で「お仲間」感覚となり、今年83
歳、ここ数年は弟妹グループと感じるようになりました。一学年150名を基準として計算しますと、24年間約
5,000名の方と触れ合ったことになります。自分の年齢と体力の流れ、平成から令和への時代の変遷、しみ
じみ34年の重さを感じます。レジュメは同じでしたが、時々のテーマ、「特別養子」・「夫婦別姓」・「臓器移
植・脳死判定」・「同姓婚」・「18歳選挙権と成年年齢」・「天皇制特例法」などを取り上げ話題として提供
しました。学生さん達の反応は世相を反映して、随分と勉強になりました。一つの職を34年間続けたことは、
私の人生で大きな財産です。
　お世話頂きました数多くの事務局員の方々、そして講義を真剣に聞き、質疑応答で講義を盛り上げて下
さった学生の皆さんに深甚なる敬意と感謝を申し上げます。この大学がますます充実、発展することを祈念
し期待いたします。｠

司法書士
満井 紀勝先生

長い間ありがとうございました

　今年度の施設訪問実行委員は、5/13､6/17､6/24､7/24、8/19と継続協議、そして9/29協議決定しまし
た。結果について、社会福祉法人などの４施設に訪問要請したのだが、どこも「固くご遠慮する」とのご
返事を頂き、現在の社会環境から「止む無し、よって中止せざるを得ない」と決定いたしました。｠
　来年度以降の方針については、歴史と伝統を重じることから、人様の健康と命を預かる専門家集団の
施設側が応じる姿勢になったら、是非、訪問を再開することを次年度の実行委員会に申し送りする。そ
の立案からから実行まで終始「慰問ではなく訪問、すなわち同じ目線に立つことを基本姿勢とする。」実
務を経験した先輩の話を参考にする。考察を混ぜ合わせた体験話はとても意義深い学習になる筈です。
　間口の広さと奥行きの深さ、そして実務の難しさを感じるでしょう。

教養1年  健康・福祉
久野　 清

施設訪問
実行副委員長

間口の広さと奥行きの深さを感じる

学 生 活 動 経 過 報 告実行委員会活動経過報告

講師退任のご挨拶（御礼と感謝）
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　総務委員会の主な活動は、学級内においては学
級会議等での記録や委員長・副委員長の補佐、学
生会全体では、理事会等での記録やマスコミ等へ
の広報活動、そして福祉施設への募金活動や寄付
品募集活動となっています。
　11月の寄付品募集活動では、タオル・バスタオル
を合計1,091枚、学生の皆さんからご寄付いただき、
市内の児童福祉施設や老健施設に贈ることができ
ました。また、募金活動では、歳末助け合い運動の
一環として、これも学生の皆さんから合計190,254円
を寄付いただき、市社会福祉協議会を通じて各福
祉施設に贈ることができました。多くの施設から感
謝され、お礼の手紙を受け取ったところです。
　このように、今年度の総務委員会の活動が滞りな
くスムーズに終えることができたのも、実行委員の
方々のご協力、事務局の先生方や学生の皆様方の
多大なご協力のおかげと感謝申し上げます。

　本年度は、コロナ禍以前と変わらずに多くの学園
の行事と学生会の事業が粛々と開催され、継続で
きることへの感謝と同時に絆やコミュニケーション
の大切さを新たに実感した年でもありました。
　市民文化センターでの「入学式・始業式」が４年
ぶりに行われたことは、普通であることの大切さを
痛感しました。さらに「運動会」や「学園祭」での一
致団結のすばらしさや、ステージ発表に至るまでの
今までにない密なコミュニケーションでクラスの絆
を深められた充足感は、携わった皆様の共有の財
産となったことと思います。
　同様に各実行委員会の活動も、例年通り計画立
案からクラスへの働きかけ、関係先との交渉など多
岐にわたるコミュニケーションを軸として、多くの方
のご協力をいただきながら、推進・実行がなされて
きました。
　改めて、実行委員の皆様、事務局の皆様、またご
協力いただきました皆様に感謝申し上げます。

学生会会長　佐藤 重章

令和５年度学生会
活動を振り返って

総務理事　渡邉 克行

総務委員会報告

　あさかの学園に入学させていただき、６年が過ぎ
ようとしている。振り返るとあっと言う間の時間の流
れであった。｠
　日々の学園生活では「拝聴」・「受容」・「共有」
を自分の柱にして過ごしてきましたが、今となって
は、楽しい思い出と自己反省点ばかり記憶に残って
いるところです。
　６年間の学園生活では、多くの人との出会いが
あったことに感謝をしています。私の世代は、１つの
職業を一生涯と言う傾向が強かったように思う。御
多分に漏れることなく私もその一人である。そのよ
うな中での人との出会いは、その後の人生に多くの
影響を及ぼすことに繋がっていると思う。
　６年間の生活を今後に生かして、毎日を大切に過
ごしていきたい。
　最後に、あさかの学園の益々のご発展と学生会
の皆さんのご活躍を心からお祈りします。

　今年度はコロナも５月からは、２類から５類になり
一部を除きやっと平年と同じように活動ができた年
だったと思います。学生会会費も学生1,500円、研修
1,000円とコロナ以前の会費の運営となり、またコロナ
が落ち着いた状況になった事で新入生も定員を超え
る応募者がありました。学生会活動の予算も通常通
りになって良かったです。
　実行委員会の活動もそれぞれ皆さん活発に活動さ
れていました。各クラスの会計担当者の方や各班の
会計の方は日々の会計業務の役割大変ありがとうご
ざいます。全体で集まる機会がないのでこの紙面を
お借りして感謝の意をお伝えしたいと思います。
　又、運動会や学園祭でのイベントでは各クラスの活
動状況も大変活気があり、クラスの団結に貢献したの
ではないでしょうか。今後は、人生100歳時代を見越
して、個 人々が楽しみクラスの結束を図りつつ、自分た
ちの年齢による経験値をもっと活用して地域社会に
貢献できる、あさかの学園としてのパワーを発揮でき
るように皆で協力し、活動していければ最高ですね！｠

会計理事　粟山 　昇

学生会会計の
運用などについて｠

１８研修コース２年　小林 　栄

学生生活６年間を
終えて

　５月の第１回実行委員会で令和５年度活動計画を審議し承認を得てスタートしました。｠
　７月・第１回大安場史跡公園前川清掃活動、８月・うねめ踊り事後清掃活動、９月・第２回大安場史跡
公園前川清掃活動、令和６年１月・環境セミナー開催（演題「健腸長寿と腸内フローラ」 講師 郡山ヤク
ルト販売  山田大輔様）。
　委員会も円滑に活動を行う為７回の会議を開きその都度活発な質疑応答を行いました。学生皆様の
ご協力により、多数の参加者で草刈りゴミ拾い清掃活動などを行い事故もなく無事終了できたことを感
謝申し上げます。この活動を機会に環境整備への積極参加、家庭ごみの分別管理など一人でも多くの方
がまずはできることから実施し美しく素晴らしいこの地球を次世代へ繋いでいきましょう。

教養2年  健康・福祉
五十嵐 和紀

環境ボランティア
実行委員長

環境ボランティア実行委員会活動を終えて

　レクリエーション実行委員長になり思い付いたのは、今までは神社仏閣を巡るのが大半であったことから、
今年は別の視点から考えようと思いました。
　第１回目のレク委員会で目的地は、茨城県つくば市にある「国立研究開発法人宇宙航空開発機構筑波宇宙
センター」を提案し、同意を得られ、以後８回もの委員会を開催し準備をして、当日を迎えることができました。
宇宙センターは、HⅡロケットが横たわっており、長さは50m。展示館の中は自由見学で、国際宇宙ステーショ
ンの日本実験棟「きぼう」、宇宙ステーションに物資の補給を担った「こうのとり」や多くの和名の衛星がたく
さん展示されていました。また、日本のロケットの推移が展示されてあり、今の日本は大きな衛星を打ち上げる
技術が確立していると実感できたと思います。
　最後になりますが、240余名もの学生諸君の参加を頂いたこと、御礼申し上げます。また、無事終了できたこ
とは、各クラスの委員の皆様のご協力によるものと思っております。本当にありがとうございました。

専門1年  郷土・生活
田辺 新太郎

レクリエーション
実行委員長

レクリエーション実行委員会活動を終えて｠

　本年9月27日（水）、34年間に渉る講師の役割を終了しました。初年度は平成２年（1990年）50歳でした。
私にとって、当時の学生さんはお兄さんお姉さんでしたが、そのうち同年代で「お仲間」感覚となり、今年83
歳、ここ数年は弟妹グループと感じるようになりました。一学年150名を基準として計算しますと、24年間約
5,000名の方と触れ合ったことになります。自分の年齢と体力の流れ、平成から令和への時代の変遷、しみ
じみ34年の重さを感じます。レジュメは同じでしたが、時々のテーマ、「特別養子」・「夫婦別姓」・「臓器移
植・脳死判定」・「同姓婚」・「18歳選挙権と成年年齢」・「天皇制特例法」などを取り上げ話題として提供
しました。学生さん達の反応は世相を反映して、随分と勉強になりました。一つの職を34年間続けたことは、
私の人生で大きな財産です。
　お世話頂きました数多くの事務局員の方々、そして講義を真剣に聞き、質疑応答で講義を盛り上げて下
さった学生の皆さんに深甚なる敬意と感謝を申し上げます。この大学がますます充実、発展することを祈念
し期待いたします。｠

司法書士
満井 紀勝先生

長い間ありがとうございました

　今年度の施設訪問実行委員は、5/13､6/17､6/24､7/24、8/19と継続協議、そして9/29協議決定しまし
た。結果について、社会福祉法人などの４施設に訪問要請したのだが、どこも「固くご遠慮する」とのご
返事を頂き、現在の社会環境から「止む無し、よって中止せざるを得ない」と決定いたしました。｠
　来年度以降の方針については、歴史と伝統を重じることから、人様の健康と命を預かる専門家集団の
施設側が応じる姿勢になったら、是非、訪問を再開することを次年度の実行委員会に申し送りする。そ
の立案からから実行まで終始「慰問ではなく訪問、すなわち同じ目線に立つことを基本姿勢とする。」実
務を経験した先輩の話を参考にする。考察を混ぜ合わせた体験話はとても意義深い学習になる筈です。
　間口の広さと奥行きの深さ、そして実務の難しさを感じるでしょう。

教養1年  健康・福祉
久野　 清

施設訪問
実行副委員長

間口の広さと奥行きの深さを感じる

学 生 活 動 経 過 報 告実行委員会活動経過報告

講師退任のご挨拶（御礼と感謝）
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岡
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七
四
歳
で
思
う
こ
と

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

斎
藤 

さ
だ
子

「
学
園
祭
に
参
加
し
て
」

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

薄
井 

光
代

「
元
気
に
通
え
る
楽
し
み
」

 

７
月
か
ら
３
か
月
間
、
毎
週
練
習
を
重

ね
本
番
を
迎
え
た
我
が
ク
ラ
ス
の
演
目
は

「
ハ
ン
ド
ベ
ル
」
で
す
。
１
音
を
３
人
一

組
で
担
当
、
ど
の
音
を
担
当
す
る
か
は
抽

選
で
決
め
童
謡
な
ど
４
曲
の
演
奏
。
１
曲

目
は
出
番
な
し
、
２
曲
目
、
４
曲
目
は
そ

れ
な
り
の
演
奏
で
す
が
、
３
曲
目
唯
一
１

回
の
み
。
こ
の
ベ
ル
一
振
り
を
演
奏
に
合

わ
せ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
逃
さ
ず
鳴
ら
す
こ
と

が
如
何
に
難
し
い
こ
と
か
。
練
習
時
は

中
々
合
わ
ず
に
顔
を
合
わ
せ
て
苦
笑
い
。

　
さ
あ
本
番
で
す
。
こ
こ
で
は
絶
対
に
失

敗
出
来
な
い
と
緊
張
の
中
「
一
球
入
魂
」

の
一
振
り
。
３
人
の
息
ぴ
っ
た
し
タ
イ
ミ

ン
グ
も
ば
っ
ち
り
、
に
っ
こ
り
で
終
了
。

完
璧
で
し
た
。

　
今
年
の
４
月
入
学
式
に
、
突
然
別
世
界

が
あ
ら
わ
れ
な
ん
と
40
数
年
ぶ
り
に
青
春

ま
っ
た
だ
中
の
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
毎

月
と
て
も
快
適
な
ビ
ッ
グ
ア
イ
で
講
義
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
し
あ
わ
せ
で
す
。

　
10
月
に
は
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
学

園
祭
と
は
知
ら
ず
想
像
以
上
で
し
た
。
１

Ｃ
全
体
が
一
味
と
な
り
燃
え
た
こ
と
大
盛

況
で
す
。
役
員
の
皆
々
様
方
毎
回
段
取
り

熱
意
あ
つ
く
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。
鉄
腕

ア
ト
ム
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ

ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
し
て
い
た
だ
き
夏
休
み

に
観
て
振
り
つ
け
と
リ
ズ
ム
を
お
ぼ
え
や

っ
と
踊
れ
た
こ
と
感
激
で
す
。

　
６
月
か
ら
は
、
す
ご
い
酷
暑
で
し
た
が
、

山
の
も
み
じ
は
真
っ
赤
っ
か
、
一
段
と
輝

い
て
燃
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
仲

間
の
輪
が
と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
初
夏

に
作
っ
た
楽
京
も
今
た
べ
頃
に
な
り
、
琴

を
弾
い
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
！

　「
一
味
同
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
参
加

し
た
学
園
祭
。
踊
り
初
挑
戦
で
、
振
り
を

覚
え
る
の
も
大
変
で
し
た
。
踊
っ
て
い
る

時
は
覚
え
た
つ
も
り
で
も
、
時
間
が
経
つ

と
手
と
足
が
う
ま
く
動
か
ず
、
班
長
さ
ん

か
ら
の
動
画
配
信
で
、
自
宅
で
も
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。
班
長
さ
ん
本
当
に
感
謝
で

す
。皆
さ
ん
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
と
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
か
る
し
、
70
才
を
過

ぎ
た
私
に
は
、
大
変
な
苦
労
で
し
た
。

　
７
月
か
ら
の
練
習
で
無
事
学
園
祭
は
終

り
ホ
ッ
と
一
息
で
す
。
こ
の
経
験
は
私
の

思
い
出
の
ワ
ン
シ
ー
ン
と
し
て
、
ず
っ
と

心
に
残
る
事
で
し
ょ
う
。ク
ラ
ス
の
皆
様
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
こ
の
年
齢
に
な
る
と
何
よ
り
健
康
が
大

事
だ
と
思
う
の
で
す
。
ま
ず
食
事
、
何
を

食
べ
る
か
、
歩
く
事
も
含
め
て
毎
日
の
運

動
、
私
は
車
を
止
め
て
か
ら
、
ど
こ
へ
で

も
速
足
で
歩
き
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
、
小
さ
な
事
で
も
い
い
の
で
新

し
い
事
を
始
め
て
み
る
こ
と
で
す
。
ピ
ア

ノ
も
七
三
歳
か
ら
独
学
で
弾
き
、
季
節
の

花
を
描
い
た
り
　
ま
だ
仕
事
も
し
て
ま
す

し
、
あ
さ
か
の
学
園
で
学
べ
る
事
も
大
変

幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
で
は
な

く
、
ま
だ
七
四
歳
な
の
で
す
。

ク ラ ス 紹 介

　
私
た
ち
２
Ａ
は
、
運
動
会
か
ら
「
一
味
同
心
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
一
致
団
結
し
て
い
ま
す
。

 

特
に
、
七
月
か
ら
練
習
を
始
め
た
学
園
祭
の
演

目
「
河
内
お
と
こ
節
」
は
、
盆
踊
り
と
違
い
舞
踊

に
近
い
踊
り
で
し
た
の
で
、
最
初
は
覚
え
ら
れ
る

か
ク
ラ
ス
全
員
不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

十
月
に
は
い
り
、
毎
週
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
練

習
動
画
を
観
る
た
び
に
、
皆
の
自
主
練
習
の
成
果

の
賜
物
と
感
動
し
ま
し
た
。

　
本
番
の
発
表
も

見
事
に
決
ま
り
、

更
に
お
褒
め
の
言

葉
も
沢
山
い
た
だ

き
、
練
習
は
大
変

で
し
た
が
、
頑
張

っ
た
か
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　
専
門
課
程
へ
進

級
し
て
も
、
挑
戦

を
忘
れ
ず
に
「
一

味
同
心
」
で
、
学

園
生
活
を
元
気
に

楽
し
み
青
い
？
春

を
満
喫
す
る
で
あ

ろ
う
仲
間
達
で
す
。

　
私
た
ち
２
Ｂ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
期
待
と
少
し

ば
か
り
の
不
安
を
胸
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
り
、
学

級
活
動
で
の
自
己
紹
介
後
も
、
顔
と
名
前
が
な
か

な
か
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
で
揃
え
た
ラ
イ

ト
パ
ー
プ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
の
健
闘
も
む
な
し
く

惨
敗
で
し
た
。
今
年
の
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
全

員
が
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
合
言
葉
に
、
老
体
に
む

ち
打
ち
な
が
ら
頑
張
っ
た
結
果
、
見
事
に
第
二
位

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
ク
ラ
ス
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
実
施

し
、
ク
ラ
ス
内

の
親
睦
を
深
め
、

先
日
の
「
学
園

祭
」
で
は
、
一

糸
乱
れ
ぬ
息
の

合
っ
た
「
阿
波

踊
り
」
を
披
露

し
、
会
場
の
皆

さ
ん
か
ら
拍
手

喝
采
？
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
四
月
、
男
性
十
七
名
、
女
性
三
十
五

名
、
全
五
十
三
名
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
央
公
民
館
で

新
人
生
の
み
の
入
学
式
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
現
在

は
三
十
九
名
。

　
一
年
の
時
は
、
名
前
と
顔
を
覚
え
る
の
が
精
一

杯
で
話
を
す
る
の
も
ま
ま
な
ら
ず…

…
…

。

　
流
石
「
芸
・
文
ク
ラ
ス
」
音
楽
に
秀
で
る
人
は

多
い
。
楽
器
を
奏
で
る
人
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
等
を
歌

う
人
。
文
章
を
書
く

の
が
得
意
な
人
、
手

芸
、
洋
裁
が
プ
ロ
並

み
の
人
。
郷
土
歴
史

芸
能
に
詳
し
い
人
。

専
門
的
な
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
他
に
抜
き
ん

で
て
い
る
。

　
運
動
会
で
は
、
練

習
も
せ
ず
に
５
位
と

本
番
に
強
い
！
皆
の

協
力
と
作
戦
、
そ
し

て
助
け
合
い
は
凄
か

っ
た
！
素
敵
な
ク
ラ

ス
で
す
。
年
代
は
幅

広
い
が
互
い
に
尊
重

し
合
い
健
康
第
一
で

学
園
生
活
を
楽
し
み

た
い
で
す
。

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉

武
田  

美
津
子

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活

太
田  

武
美

野
口  

和
子

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
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祭
と
は
知
ら
ず
想
像
以
上
で
し
た
。
１

Ｃ
全
体
が
一
味
と
な
り
燃
え
た
こ
と
大
盛

況
で
す
。
役
員
の
皆
々
様
方
毎
回
段
取
り

熱
意
あ
つ
く
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。
鉄
腕

ア
ト
ム
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ

ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
し
て
い
た
だ
き
夏
休
み

に
観
て
振
り
つ
け
と
リ
ズ
ム
を
お
ぼ
え
や

っ
と
踊
れ
た
こ
と
感
激
で
す
。

　
６
月
か
ら
は
、
す
ご
い
酷
暑
で
し
た
が
、

山
の
も
み
じ
は
真
っ
赤
っ
か
、
一
段
と
輝

い
て
燃
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
仲

間
の
輪
が
と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
初
夏

に
作
っ
た
楽
京
も
今
た
べ
頃
に
な
り
、
琴

を
弾
い
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
！

　「
一
味
同
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
参
加

し
た
学
園
祭
。
踊
り
初
挑
戦
で
、
振
り
を

覚
え
る
の
も
大
変
で
し
た
。
踊
っ
て
い
る

時
は
覚
え
た
つ
も
り
で
も
、
時
間
が
経
つ

と
手
と
足
が
う
ま
く
動
か
ず
、
班
長
さ
ん

か
ら
の
動
画
配
信
で
、
自
宅
で
も
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。
班
長
さ
ん
本
当
に
感
謝
で

す
。皆
さ
ん
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
と
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
か
る
し
、
70
才
を
過

ぎ
た
私
に
は
、
大
変
な
苦
労
で
し
た
。

　
７
月
か
ら
の
練
習
で
無
事
学
園
祭
は
終

り
ホ
ッ
と
一
息
で
す
。
こ
の
経
験
は
私
の

思
い
出
の
ワ
ン
シ
ー
ン
と
し
て
、
ず
っ
と

心
に
残
る
事
で
し
ょ
う
。ク
ラ
ス
の
皆
様
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
こ
の
年
齢
に
な
る
と
何
よ
り
健
康
が
大

事
だ
と
思
う
の
で
す
。
ま
ず
食
事
、
何
を

食
べ
る
か
、
歩
く
事
も
含
め
て
毎
日
の
運

動
、
私
は
車
を
止
め
て
か
ら
、
ど
こ
へ
で

も
速
足
で
歩
き
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
、
小
さ
な
事
で
も
い
い
の
で
新

し
い
事
を
始
め
て
み
る
こ
と
で
す
。
ピ
ア

ノ
も
七
三
歳
か
ら
独
学
で
弾
き
、
季
節
の

花
を
描
い
た
り
　
ま
だ
仕
事
も
し
て
ま
す

し
、
あ
さ
か
の
学
園
で
学
べ
る
事
も
大
変

幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
で
は
な

く
、
ま
だ
七
四
歳
な
の
で
す
。

ク ラ ス 紹 介

　
私
た
ち
２
Ａ
は
、
運
動
会
か
ら
「
一
味
同
心
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
一
致
団
結
し
て
い
ま
す
。

 

特
に
、
七
月
か
ら
練
習
を
始
め
た
学
園
祭
の
演

目
「
河
内
お
と
こ
節
」
は
、
盆
踊
り
と
違
い
舞
踊

に
近
い
踊
り
で
し
た
の
で
、
最
初
は
覚
え
ら
れ
る

か
ク
ラ
ス
全
員
不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

十
月
に
は
い
り
、
毎
週
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
練

習
動
画
を
観
る
た
び
に
、
皆
の
自
主
練
習
の
成
果

の
賜
物
と
感
動
し
ま
し
た
。

　
本
番
の
発
表
も

見
事
に
決
ま
り
、

更
に
お
褒
め
の
言

葉
も
沢
山
い
た
だ

き
、
練
習
は
大
変

で
し
た
が
、
頑
張

っ
た
か
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　
専
門
課
程
へ
進

級
し
て
も
、
挑
戦

を
忘
れ
ず
に
「
一

味
同
心
」
で
、
学

園
生
活
を
元
気
に

楽
し
み
青
い
？
春

を
満
喫
す
る
で
あ

ろ
う
仲
間
達
で
す
。

　
私
た
ち
２
Ｂ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
期
待
と
少
し

ば
か
り
の
不
安
を
胸
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
り
、
学

級
活
動
で
の
自
己
紹
介
後
も
、
顔
と
名
前
が
な
か

な
か
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
で
揃
え
た
ラ
イ

ト
パ
ー
プ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
の
健
闘
も
む
な
し
く

惨
敗
で
し
た
。
今
年
の
運
動
会
で
は
、
ク
ラ
ス
全

員
が
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
合
言
葉
に
、
老
体
に
む

ち
打
ち
な
が
ら
頑
張
っ
た
結
果
、
見
事
に
第
二
位

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
ク
ラ
ス
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
実
施

し
、
ク
ラ
ス
内

の
親
睦
を
深
め
、

先
日
の
「
学
園

祭
」
で
は
、
一

糸
乱
れ
ぬ
息
の

合
っ
た
「
阿
波

踊
り
」
を
披
露

し
、
会
場
の
皆

さ
ん
か
ら
拍
手

喝
采
？
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
四
月
、
男
性
十
七
名
、
女
性
三
十
五

名
、
全
五
十
三
名
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
央
公
民
館
で

新
人
生
の
み
の
入
学
式
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
現
在

は
三
十
九
名
。

　
一
年
の
時
は
、
名
前
と
顔
を
覚
え
る
の
が
精
一

杯
で
話
を
す
る
の
も
ま
ま
な
ら
ず…

…
…

。

　
流
石
「
芸
・
文
ク
ラ
ス
」
音
楽
に
秀
で
る
人
は

多
い
。
楽
器
を
奏
で
る
人
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
等
を
歌

う
人
。
文
章
を
書
く

の
が
得
意
な
人
、
手

芸
、
洋
裁
が
プ
ロ
並

み
の
人
。
郷
土
歴
史

芸
能
に
詳
し
い
人
。

専
門
的
な
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
他
に
抜
き
ん

で
て
い
る
。

　
運
動
会
で
は
、
練

習
も
せ
ず
に
５
位
と

本
番
に
強
い
！
皆
の

協
力
と
作
戦
、
そ
し

て
助
け
合
い
は
凄
か

っ
た
！
素
敵
な
ク
ラ

ス
で
す
。
年
代
は
幅

広
い
が
互
い
に
尊
重

し
合
い
健
康
第
一
で

学
園
生
活
を
楽
し
み

た
い
で
す
。

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉

武
田  

美
津
子

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活

太
田  

武
美

野
口  

和
子

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
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専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

坂
本 

カ
ツ
子

孫
の
成
長

専
門
一
年  

芸
術
・
生
活
　
　

鈴
木 

美
子

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
始
め
て
五
年

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

安
齋 

佳
世

入
っ
て
良
か
っ
た

「
あ
さ
か
の
学
園
大
学
」

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

長
谷
川 

昭
栄

「
あ
さ
か
の
学
園

       
四
年
間
の
思
い
出
」

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

小
池 

重
明

50
年
目
の
ク
ラ
ス
会

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

小
針 

恵
美
子

「
家
族
旅
行
」

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

内
藤 

君
江

ゴ
リ
ラ
も
ス
マ
ホ
依
存
症
？

専
門
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

鈴
木 

正
寿

『
利
他
の
器
』

　
私
は
、
昔
か
ら
音
楽
を
聴
く
の
が
趣
味

で
あ
り
、
特
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
は
、
越
路

吹
雪
さ
ん
の
歌
が
大
好
き
で
す
。

　
５
年
前
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
習
う
事
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
ソ

ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、
日
本
で
言

う
流
行
歌
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
歌
詞

が
物
語
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

語
り
的
要
素
も
あ
り
、
一
編
の
短
い
ド
ラ

マ
で
す
。
語
り
は
と
て
も
難
し
く
て
大
変

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
好
き
な
歌
に
集
中

し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
く
、
無
我
夢
中

に
な
り
努
力
す
る
こ
と
を
お
し
み
ま
せ
ん
。

　
最
近
は
ビ
ビ
ッ
ト
コ
ー
ラ
ス
に
入
会
し
、

発
声
練
習
を
し
な
が
ら
皆
に
あ
お
ら
れ 

な
が
ら
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、
コ
ロ
ナ
で
会
え
ず
に
成
長

が
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
中
三
の
孫
が
、

駅
の
ホ
ー
ム
ま
で
迎
え
に
。
ビ
ッ
ク
リ
し

て
誰
で
す
か
？
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
が
孫

は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
娘
夫
婦
に
孫
２
人
の
５
人
で
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
人

数
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、
数
多
く
の
人

達
の
中
マ
ス
ク
を
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
に
。
若
い
人
達
の
多
い
中
年
齢
制
限

は
な
い
の
か
な
あ
と
言
い
な
が
ら
も
乗
っ

て
遊
ん
で
き
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
東
京
駅
ま
で
足
を
運
び
、
昔

い
つ
来
た
か
は
思
い
出
せ
ず
も
天
井
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
、

上
を
見
上
げ
動
か
ず
に
見
と
れ
て
い
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
浅
草
な
ど
に
。
今
度
孫
に
会

う
時
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
ど
う
に
か
４
年
間
の

学
生
生
活
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

教
養
を
身
に
付
け
る
２
年
間
、
専
門
課
程

の
２
年
間
は
と
て
も
実
り
の
あ
る
体
験
や

授
業
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
方

に
は
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
私
に
と
っ
て
は
縦
横
の
つ
な
が

り
に
大
変
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
巡
り

合
い
と
、
豊
か
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、

お
礼
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
そ
れ
も
あ
さ

か
の
学
園
の
お
か
げ
で
、
底
力
が
凄
く
素

晴
ら
し
い
も
の
と
感
じ
ま
す
。
う
ね
め
踊

り
も
体
験
し
、
学
園
祭
は
ど
う
な
る
の
か

心
配
で
し
た
が
、
４
Ａ
は
少
人
数
で
も
皆

さ
ん
自
信
を
持
っ
て
舞
台
に
た
ち
ま
し
た

よ
ね
。
隣
で
踊
っ
て
い
た
委
員
長
、
後
ほ

ど
ビ
デ
オ
を
見
て
サ
ン
バ
の
踊
り
も
上
手

で
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
ね
、
良
き
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
息
子
が
い
る
う
ち
に
ア
メ
リ
カ

に
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
の
体
調
を

キ
ー
プ
し
つ
つ
、
世
界
平
和
を
願
っ
て

日
々
の
生
活
を
大
切

に
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
書
い
て
い
る
今
は
十
一
月
の
半
ば
で
、

「
も
う
す
ぐ
卒
業
式
だ
わ
」
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

　
一
、
二
年
生
の
時
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ

只
中
。
同
じ
班
の
人
の
顔
が
や
っ
と
分
か

る
程
度
で
、
先
輩
た
ち
が
「
す
ご
く
楽
し

い
よ
」
っ
て
言
っ
て
い
た
の
に
「
そ
れ
は

ど
こ
で
す
か
〜
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
り
班
編
成
も
新
た
に
、
学
園

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
学
習
な
ど
で
ク

ラ
ス
の
人
達
の
名
前
と
顔
が
一
致
し
、
３

Ｂ
の
明
る
さ
と
団
結
力
が
本
領
発
揮
さ
れ

て
き
た
の
で
し
た
。
四
年
生
の
今
、
４
Ｂ

で
良
か
っ
た
。
楽
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
園
祭
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
サ
ン
バ
の
練

習
は
七
月
か
ら
本
格
的
に
な
り
、「
暑
い

暑
い
」
と
言
い
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て

一
丸
と
な
る
姿
は
ふ

た
た
び
の
青
春
そ
の

も
の
で
す
。

　
一
瞬
の
無
重
力
状

態
の
本
番
。
幕
が
降

り
、
静
寂
の
中
、
煌

め
く
感
動
を
一
緒
に

体
験
で
き
た
の
は
貴

重
な
宝
物
で
す
。

　
５
月
、
長
女
の
結
婚
式
で
の
こ
と
。

　
弟
が
大
き
な
声
で
笑
う
。
新
婚
旅
行
に

親
が
つ
い
て
行
く
ん
だ
っ
て
、
ア
ハ
ハ
ハ

ハ
。
違
う
か
ら
、
私
達
の
結
婚
30
年
で
、

次
女
と
３
人
で
旅
行
に
行
く
予
定
だ
っ
た

の
に
、
長
女
夫
婦
が
私
達
も
行
き
た
い
と

言
っ
て
き
た
。
え
っ
、
と
思
っ
た
け
ど
、

５
人
で
行
っ
た
ほ
う
が
楽
し
い
か
も
、
こ

の
後
、
皆
で
行
け
る
時
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、

最
後
か
も
と
一
緒
に
行
く
事
に
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
も
落
ち
つ
き
、
一
気
に
旅
行
ブ

ー
ム
、
皆
で
行
け
て
、
と
っ
て
も
楽
し
か

っ
た
。

　
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
た
、
娘
婿
に
感

謝
！
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

　
私
が
東
京
都
立
小
石
川
高
校
の
門
を
く

ぐ
っ
た
の
は
大
阪
万
博
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
70
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
３
年
間
の
高
校
生
活
は
本
当
に
何
も
か

も
が
楽
し
く
、
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
先
生

方
も
何
と
多
か
っ
た
か
（
幸
せ
だ
っ
た
な

ぁ
）。

　
さ
て
、
先
日
の
50
年
目
の
ク
ラ
ス
会
は

29
名
が
出
席
。
ク
ラ
ス
は
45
名
（
女
15
・

男
30
）
で
し
た
か
ら
素
晴
ら
し
い
出
席
率

か
と
。
美
脚
ミ
ニ
ス
カ
だ
っ
た
彼
女
も

（
世
は
ミ
ニ
ス
カ
全
盛
、
制
服
は
既
に
自

由
化
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
）、
長
髪
ジ
ー

パ
ン
姿
だ
っ
た
彼
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
く

よ
か
白
髪
ま
た
は
薄
く
、
あ
ぁ…

…

50
年

が
経
っ
た
ん
だ
な
ぁ
。

　
あ
さ
か
の
大
学
２
Ｃ
も
５
年
後
の
ク
ラ

ス
会
で
破
顔
一
笑
（
流
石
に
50
年
は
）

…
…
…

。

　
私
は
文
字
が
読
め
な
い
程
度
の
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
で
、
四
年
前
か
ら
白
杖
を
使
っ
て

い
る
。
日
ご
ろ
困
る
こ
と
の
一
つ
が
、
相

手
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
外
出
時
「
お
困
り
で
す
か
？
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
い
助
け
て
頂
く
が
、
目
を
合

わ
せ
て
お
礼
す
る
事
が
で
き
ず
申
し
訳
な

い
。

　
白
杖
訓
練
の
時
、
盲
導
犬
歩
行
体
験
を

し
た
。
危
険
を
避
け
自
在
に
導
い
て
く
れ

る
。
階
段
も
ス
ム
ー
ズ
で
怖
く
な
か
っ
た
。

歩
行
介
助
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

『
な
ぜ
他
人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
の
か
』

『
ア
ナ
タ
は
な
ぜ
優
し
く
声
掛
け
が
で
き

る
の
』。

　
そ
れ
が
う
れ
し
く
、
あ
た
た
か
い
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
進
化
と
共
に
私
達
の
生
活
が

便
利
に
な
り
多
く
の
人
が
ス
マ
ホ
を
手
放

せ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ス

マ
ホ
依
存
症
に
な
る
の
は
人
間
だ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
動
物
園
の
ゴ

リ
ラ
が
来
園
者
の
ス
マ
ホ
の
動
画
に
異
常

な
興
味
を
示
し
仲
間
と
の
交
流
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
な
り
私
自
身
も
仕
事
や

趣
味
に
ス
マ
ホ
は
必
需
品
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
思
考
力
が
低
下
す
る
の
で
は
と
思

う
時
が
あ
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
動
物
園
の

ゴ
リ
ラ
さ
ん
の
様
に
な
ら
な
い
よ
う
に
文

明
の
利
器
を
上
手
に
利
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

坂
本 

カ
ツ
子

孫
の
成
長

専
門
一
年  

芸
術
・
生
活
　
　

鈴
木 

美
子

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
始
め
て
五
年

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

安
齋 

佳
世

入
っ
て
良
か
っ
た

「
あ
さ
か
の
学
園
大
学
」

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

長
谷
川 

昭
栄

「
あ
さ
か
の
学
園

       

四
年
間
の
思
い
出
」

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

小
池 

重
明

50
年
目
の
ク
ラ
ス
会

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

小
針 

恵
美
子

「
家
族
旅
行
」

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

内
藤 

君
江

ゴ
リ
ラ
も
ス
マ
ホ
依
存
症
？

専
門
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

鈴
木 

正
寿

『
利
他
の
器
』

　
私
は
、
昔
か
ら
音
楽
を
聴
く
の
が
趣
味

で
あ
り
、
特
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
は
、
越
路

吹
雪
さ
ん
の
歌
が
大
好
き
で
す
。

　
５
年
前
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
習
う
事
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
ソ

ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、
日
本
で
言

う
流
行
歌
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
歌
詞

が
物
語
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

語
り
的
要
素
も
あ
り
、
一
編
の
短
い
ド
ラ

マ
で
す
。
語
り
は
と
て
も
難
し
く
て
大
変

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
好
き
な
歌
に
集
中

し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
く
、
無
我
夢
中

に
な
り
努
力
す
る
こ
と
を
お
し
み
ま
せ
ん
。

　
最
近
は
ビ
ビ
ッ
ト
コ
ー
ラ
ス
に
入
会
し
、

発
声
練
習
を
し
な
が
ら
皆
に
あ
お
ら
れ 

な
が
ら
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、
コ
ロ
ナ
で
会
え
ず
に
成
長

が
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
中
三
の
孫
が
、

駅
の
ホ
ー
ム
ま
で
迎
え
に
。
ビ
ッ
ク
リ
し

て
誰
で
す
か
？
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
が
孫

は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
娘
夫
婦
に
孫
２
人
の
５
人
で
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
人

数
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、
数
多
く
の
人

達
の
中
マ
ス
ク
を
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
に
。
若
い
人
達
の
多
い
中
年
齢
制
限

は
な
い
の
か
な
あ
と
言
い
な
が
ら
も
乗
っ

て
遊
ん
で
き
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
東
京
駅
ま
で
足
を
運
び
、
昔

い
つ
来
た
か
は
思
い
出
せ
ず
も
天
井
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
、

上
を
見
上
げ
動
か
ず
に
見
と
れ
て
い
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
浅
草
な
ど
に
。
今
度
孫
に
会

う
時
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
ど
う
に
か
４
年
間
の

学
生
生
活
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

教
養
を
身
に
付
け
る
２
年
間
、
専
門
課
程

の
２
年
間
は
と
て
も
実
り
の
あ
る
体
験
や

授
業
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
方

に
は
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
私
に
と
っ
て
は
縦
横
の
つ
な
が

り
に
大
変
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
巡
り

合
い
と
、
豊
か
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、

お
礼
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
そ
れ
も
あ
さ

か
の
学
園
の
お
か
げ
で
、
底
力
が
凄
く
素

晴
ら
し
い
も
の
と
感
じ
ま
す
。
う
ね
め
踊

り
も
体
験
し
、
学
園
祭
は
ど
う
な
る
の
か

心
配
で
し
た
が
、
４
Ａ
は
少
人
数
で
も
皆

さ
ん
自
信
を
持
っ
て
舞
台
に
た
ち
ま
し
た

よ
ね
。
隣
で
踊
っ
て
い
た
委
員
長
、
後
ほ

ど
ビ
デ
オ
を
見
て
サ
ン
バ
の
踊
り
も
上
手

で
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
ね
、
良
き
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
息
子
が
い
る
う
ち
に
ア
メ
リ
カ

に
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
の
体
調
を

キ
ー
プ
し
つ
つ
、
世
界
平
和
を
願
っ
て

日
々
の
生
活
を
大
切

に
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
書
い
て
い
る
今
は
十
一
月
の
半
ば
で
、

「
も
う
す
ぐ
卒
業
式
だ
わ
」
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

　
一
、
二
年
生
の
時
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ

只
中
。
同
じ
班
の
人
の
顔
が
や
っ
と
分
か

る
程
度
で
、
先
輩
た
ち
が
「
す
ご
く
楽
し

い
よ
」
っ
て
言
っ
て
い
た
の
に
「
そ
れ
は

ど
こ
で
す
か
〜
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
り
班
編
成
も
新
た
に
、
学
園

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
学
習
な
ど
で
ク

ラ
ス
の
人
達
の
名
前
と
顔
が
一
致
し
、
３

Ｂ
の
明
る
さ
と
団
結
力
が
本
領
発
揮
さ
れ

て
き
た
の
で
し
た
。
四
年
生
の
今
、
４
Ｂ

で
良
か
っ
た
。
楽
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
園
祭
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
サ
ン
バ
の
練

習
は
七
月
か
ら
本
格
的
に
な
り
、「
暑
い

暑
い
」
と
言
い
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て

一
丸
と
な
る
姿
は
ふ

た
た
び
の
青
春
そ
の

も
の
で
す
。

　
一
瞬
の
無
重
力
状

態
の
本
番
。
幕
が
降

り
、
静
寂
の
中
、
煌

め
く
感
動
を
一
緒
に

体
験
で
き
た
の
は
貴

重
な
宝
物
で
す
。

　
５
月
、
長
女
の
結
婚
式
で
の
こ
と
。

　
弟
が
大
き
な
声
で
笑
う
。
新
婚
旅
行
に

親
が
つ
い
て
行
く
ん
だ
っ
て
、
ア
ハ
ハ
ハ

ハ
。
違
う
か
ら
、
私
達
の
結
婚
30
年
で
、

次
女
と
３
人
で
旅
行
に
行
く
予
定
だ
っ
た

の
に
、
長
女
夫
婦
が
私
達
も
行
き
た
い
と

言
っ
て
き
た
。
え
っ
、
と
思
っ
た
け
ど
、

５
人
で
行
っ
た
ほ
う
が
楽
し
い
か
も
、
こ

の
後
、
皆
で
行
け
る
時
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、

最
後
か
も
と
一
緒
に
行
く
事
に
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
も
落
ち
つ
き
、
一
気
に
旅
行
ブ

ー
ム
、
皆
で
行
け
て
、
と
っ
て
も
楽
し
か

っ
た
。

　
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
た
、
娘
婿
に
感

謝
！
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

　
私
が
東
京
都
立
小
石
川
高
校
の
門
を
く

ぐ
っ
た
の
は
大
阪
万
博
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
70
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
３
年
間
の
高
校
生
活
は
本
当
に
何
も
か

も
が
楽
し
く
、
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
先
生

方
も
何
と
多
か
っ
た
か
（
幸
せ
だ
っ
た
な

ぁ
）。

　
さ
て
、
先
日
の
50
年
目
の
ク
ラ
ス
会
は

29
名
が
出
席
。
ク
ラ
ス
は
45
名
（
女
15
・

男
30
）
で
し
た
か
ら
素
晴
ら
し
い
出
席
率

か
と
。
美
脚
ミ
ニ
ス
カ
だ
っ
た
彼
女
も

（
世
は
ミ
ニ
ス
カ
全
盛
、
制
服
は
既
に
自

由
化
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
）、
長
髪
ジ
ー

パ
ン
姿
だ
っ
た
彼
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
く

よ
か
白
髪
ま
た
は
薄
く
、
あ
ぁ…

…

50
年

が
経
っ
た
ん
だ
な
ぁ
。

　
あ
さ
か
の
大
学
２
Ｃ
も
５
年
後
の
ク
ラ

ス
会
で
破
顔
一
笑
（
流
石
に
50
年
は
）

…
…
…

。

　
私
は
文
字
が
読
め
な
い
程
度
の
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
で
、
四
年
前
か
ら
白
杖
を
使
っ
て

い
る
。
日
ご
ろ
困
る
こ
と
の
一
つ
が
、
相

手
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
外
出
時
「
お
困
り
で
す
か
？
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
い
助
け
て
頂
く
が
、
目
を
合

わ
せ
て
お
礼
す
る
事
が
で
き
ず
申
し
訳
な

い
。

　
白
杖
訓
練
の
時
、
盲
導
犬
歩
行
体
験
を

し
た
。
危
険
を
避
け
自
在
に
導
い
て
く
れ

る
。
階
段
も
ス
ム
ー
ズ
で
怖
く
な
か
っ
た
。

歩
行
介
助
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

『
な
ぜ
他
人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
の
か
』

『
ア
ナ
タ
は
な
ぜ
優
し
く
声
掛
け
が
で
き

る
の
』。

　
そ
れ
が
う
れ
し
く
、
あ
た
た
か
い
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
進
化
と
共
に
私
達
の
生
活
が

便
利
に
な
り
多
く
の
人
が
ス
マ
ホ
を
手
放

せ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ス

マ
ホ
依
存
症
に
な
る
の
は
人
間
だ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
動
物
園
の
ゴ

リ
ラ
が
来
園
者
の
ス
マ
ホ
の
動
画
に
異
常

な
興
味
を
示
し
仲
間
と
の
交
流
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
な
り
私
自
身
も
仕
事
や

趣
味
に
ス
マ
ホ
は
必
需
品
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
思
考
力
が
低
下
す
る
の
で
は
と
思

う
時
が
あ
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
動
物
園
の

ゴ
リ
ラ
さ
ん
の
様
に
な
ら
な
い
よ
う
に
文

明
の
利
器
を
上
手
に
利
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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研
修
二
年　
鎌
田 

陽
子

最
後
の
学
園
祭

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

服
部 

庄
一

「
真
夜
中
の
な
ん
く
る
タ
イ
ム
」

研
修
一
年　
阿
部 

政
廣

二
千
Ｘ
年
の
詩う

た

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

金
子 

か
つ
子

円
谷
選
手
と
箱
根
駅
伝

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

矢
口 

哲
夫

¬
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
」

　
四
年
ぶ
り
二
度
目
の
合
唱
で
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
担
当
し
ま
し
た
。
練
習
の
雰
囲
気
に

前
回
よ
り
も
ゆ
と
り
が
あ
り
、
本
番
の
演

奏
も
、
声
量
は
少
し
落
ち
ま
し
た
が
、
歌

唱
の
レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ

二
年
生
と
六
年
生
の
差
で
す
。
肉
体
は
老

化
が
進
ん
で
も
、
精
神
的
に
は
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
嬉
し
い
気
づ
き

で
し
た
。

　
初
め
て
経
験
し
た
合
唱
が
と
て
も
楽
し

く
て
、
歌
を
歌
う
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た

と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
勿
論
、

偏
に
小
林
委
員
長
の
ご
指
導
の
賜
物
な
の

で
す
が
、

サ
ポ
ー
ト

役
の
私
も
、

自
分
に
は

難
し
す
ぎ

る
曲
を
必

死
で
練
習

し
た
苦
労

が
こ
れ
で

報
わ
れ
た

思
い
で
す
。

　
二
年
前
に
初
め
て
の
孫
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
浦
和
に
住
ん
で
い
る
為
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
年
に
数
回
そ
れ
も
数

時
間
の
滞
在
な
の
で
孫
も
近
寄
っ
て
く
れ

ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
「
み
て
ね
」
ア
プ
リ
で
送
ら
れ
て
来

る
動
画
で
そ
の
成
長
振
り
を
観
て
一
喜
一

憂
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
九
月
に
娘
夫
婦
の
招
き
に
よ
り
品
川
水

族
館
に
行
っ
た
折
り
、
孫
娘
と
大
水
槽
で

泳
ぐ
鮫
や
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
等
を
見
て
ま
わ

り
ま
し
た
。
翌
日
の
ホ
テ
ル
の
廊
下
で
初

め
て
繋
い
だ
手
は
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
様
に
柔

ら
か
く
。

　
更
に
十
月
の
末
に
娘
が
二
子
を
出
産
し

お
七
夜
の
祝
い
に
訪
れ
た
処
、
孫
娘
の
開

口
一
番
は
「
サ
メ
見
た
ね
」
で
し
た
。
や

っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
第
一
歩
を
踏
み
出

せ
た
様
で
す
。

　
10
月
20
日
授
業
後
、
ラ
ジ
オ
福
島
・
嘉

数
（
か
か
ず
）
夕
稀
子
ア
ナ
が
来
園
し
、

学
園
生
活
に
つ
い
て
学
生
会
長
と
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
、

そ
の
日
の
午
後
10
時
20
分
か
ら
「
真
夜
中

の
な
ん
く
る
タ
イ
ム
」
と
い
う
番
組
で
放

送
さ
れ
た
。

　
私
達
が
入
学
し
た
４
年
前
コ
ロ
ナ
禍
で

授
業
も
半
年
遅
れ
で
始
ま
り
学
生
活
動
も

自
粛
の
状
態
で
し
た
。
２
年
前
か
ら
ク
ラ

ブ
活
動
、
運
動
会
な
ど
行
わ
れ
今
年
学
園

祭
が
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
中
で
、
学
園
に
来
て
の
お
喋
り
、

人
と
の
出
会
い
が
楽
し
い
な
ど
、
み
ん
な

の
本
音
が
聞
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
こ
れ
か

ら
も
ク
ラ

ス
仲
間
を

大
切
に
し

て
学
園
生

活
を
過
ご

し
て
行
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

　
初
め
て
の
学
園
祭
が
感
動
の
中
終
了
し
、

そ
の
後
出
席
し
た
飲
み
会
は
時
間
も
忘
れ

大
い
に
食
べ
、
大
き
な
声
で
笑
い
、
と
て

も
賑
や
か
で
し
た
。
円
谷
幸
吉
選
手
の
話

も
出
ま
し
た
。
小
５
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
隣
家
の
白
黒
Ｔ
Ｖ
に
映
る
、
真
っ
す

ぐ
前
を
向
き
必
死
に
走
る
ゴ
ー
ル
前
の
円

谷
選
手
は
立
派
で
し
た
。

　
現
在
、
私
の
お
正
月
は
箱
根
駅
伝
、
郷

土
出
身
選
手
を
応
援
す
る
こ
と
。
毎
年
い

ろ
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
活
躍
を
期
待
さ

れ
な
が
ら
結
果
が
出
な
い
人
も
次
年
に
リ

ベ
ン
ジ
し
た
く
も
卒
業
。
一
期
一
会
の
走

り
な
の
で
あ
る
。
人
の
人
生
に
似
て
い
る
。

仲
間
の
運
ん
だ
襷
に
力
を
貰
い
次
の
走
者

に
渡
す
為
に
必
死
に
走
る
姿
は
60
年
前
の

円
谷
選
手
の
姿
と
重
な
る
。
恙
無
く
走
り

切
れ
る
よ
う
に
、
襷
の
重
さ
に
押
し
潰
さ

れ
な
い
よ
う
に
と
、
応
援
し
な
が
ら
見
守

っ
て
い
る
。

思
い
出
に
花
を
添
え
て

何
時
も
流
れ
て
い
た

あ
の
時
を
聞
き
な
が
ら

元
気
に
と
踊
る
　
自
分
に
さ
よ
う
な
ら

｠

思
い
出
と
共
に
消
え
る

一
人
歩
い
て
き
た

過
ぎ
た
道
置
い
て
行
く

誰
か
と
語
る
　
自
分
に
さ
よ
う
な
ら

｠

二
千
Ｘ
年
に
百
の
歳
を
迎
え
て

自
然
の
力
に
寄
り
添
い

星
や
光
に
惑
わ
さ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い

｠

二
千
Ｘ
年
に
百
の
歳
を
越
え
て
く

思
い
の
心
が
負
け
ず
に

山
や
風
と
泣
い
て
生
き
て

い
る
か
も
知
れ
な
い

｠

老
い
て
知
り
た
い
　
真
実
の
未
知
を

遠
い
夢
で
も
　
旅
に
立
つ
前
に

追
い
求
め
て
　
一
滴
の
涙

流
し
て
み
た
い

 

郡
山
市
豊
か
な
長
寿
社
会

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
集
い

◆
と
　
き…

令
和
５
年
11
月
14
日（
火
）

◆
と
こ
ろ…

け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

令和６年１月１３日（土）、ビッグアイ大会議
室で環境ボランティア委員会主催による
講演会が下記テーマで開催されました。

◆
開
催
の
目
的

＊
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
ち
、
充
実
し
た
生
活
が
お

く
れ
る
よ
う
自
己
啓
発
し
、
社
会
参
加
の
契
機
と
す
る
。

＊
郡
山
市
の
「
豊
か
な
長
寿
社
会
」
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
、
各
世
代
、
各
年
代
よ
り
提
言
や
活
動
事

例
発
表
並
び
に
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
全
市
民
で
考
え
て

い
く
契
機
と
す
る
。

◆
提
言
・
活
動
事
例
発
表

＊
提
言

　
「
祖
母
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　
　
　
郡
山
市
立
熱
海
中
学
校
　
３
年

冨
塚
　
希
和
　
様

　
「
緑
と
の
か
か
わ
り
方
」 

　
　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
郡
山
青
年
会
議
所
副
理
事
長

佐
久
間
悠
治
　
様

＊
活
動
事
例
発
表

　
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
世
代
の
交
流
の
場
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
ハ
ー
ベ
ス
ト
カ
フ
ェ
代
表
　
　
満
井
み
さ
子
　
様

◆
記
念
講
演

 

【
演
題
】 

元
気
と
笑
い
が
あ
る
人
生

 

【
講
師
】 

落
語
家
・
タ
レ
ン
ト
　 

　
　
　
　
ヨ
ネ
ス
ケ
　
様

いきいき
ふれあいの集い
に参加して

90
分
近
く
の
時
間
、
マ
イ
ク
１
本
で
聴
衆
を
ひ
き
つ
け
る
、
ヨ
ネ
ス

ケ
氏
の
魅
力
を
３
点
挙
げ
た
い
。

①
郡
山
の
話
題
で
、「
つ
か
み
」
を
と
っ
た
こ
と
。

②
自
分
の
か
つ
て
の
持
ち
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
新
た
な
知

見
を
加
え
た
こ
と
。

③
落
語
家
・
噺
家
と
し
て
、
話
の
テ
ン
ポ
が
耳
に
心
地
よ
い
こ
と
。

さ
す
が
、
プ
ロ
で
あ
っ
た
。

（
２
Ｂ
　
平
田 

幸
一
）

環境セミナー

郡山ヤクルト㈱
広報室  山田大輔氏

1 消化器官について
2 免疫ってなに？
3 おなかには菌が住んでいる
4 うんちから学ぶ生活リズム

講 演
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落
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。
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。
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習
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。
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滞
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と
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は
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に
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が
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、
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は
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や
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の
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生
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も

自
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た
。
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ブ
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、
運
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会
な
ど
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今
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ぶ
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た
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タ
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、
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て
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、
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と
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会
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ど
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の
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み
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な
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幸
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選
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真
実
の
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知
を

遠
い
夢
で
も
　
旅
に
立
つ
前
に
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滴
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と
。

さ
す
が
、
プ
ロ
で
あ
っ
た
。

（
２
Ｂ
　
平
田 

幸
一
）

環境セミナー

郡山ヤクルト㈱
広報室  山田大輔氏

1 消化器官について
2 免疫ってなに？
3 おなかには菌が住んでいる
4 うんちから学ぶ生活リズム

講 演
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清掃ボランティアに参加

筑波宇宙センター

素敵な出会い、素晴らしい体験、
                     心地よい疲れと充実感

2023
レク活動

益子焼窯元共販センター昼食  ホテルグランド東雲

◆７/８（土）５１名
◆９/２６（火）６１名

参加された学生の皆さん
ありがとうございました

学生会環境ボランティア実行委員会が募集し、
今年度も大安場史跡公園でご参加いただきました。

９/２６
（火）

7/8
（土）
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会報58号
「あさかの」

名
月
に
だ
ん
ご
供
へ
し
義
母
の
影

（
１
Ｃ
）
角
田
　
千
恵

芭
蕉
路
を
友
と
辿
り
て
い
ろ
紅
葉

（
２
Ｃ
）
古
川
　
陽
子

磐
梯
の
田
に
群
れ
て
ゐ
し
小
白
鳥

（
３
Ｃ
）
藤
田
　
尚
子

孫
の
絵
に
お
ち
ょ
こ
傾
け
星
月
夜

（
４
Ｃ
）
大
川
原
弘
輔

朝
涼
に
古
墳
を
清
め
想
い
は
せ

（
研
１
）
菅
家
　
那
弘

古
希
過
ぎ
て
学
園
通
い
再
朱
夏

（
研
２
）
日
下
美
代
子

秋
の
夜
ひ
と
り
静
か
に
本
を
読
む

（
１
Ａ
）
宝
柳
　
　
洋

岸
田
丸
迷
走
続
け
港
な
し

（
１
Ａ
）
神
山
　
啓
子

マ
ス
ク
取
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
あ
な
た
誰

（
２
Ａ
）
相
澤
　
栄
子

世
も
す
え
と
嘆
く
我
が
身
は
世
の
は
て
と

（
３
Ａ
）
佐
々
木
勝
夫

初
舞
台
み
ん
な
で
踊
る
学
園
祭

（
４
Ａ
）
阿
部
三
千
子

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
声
優
だ
け
が
歳
を
取
り

（
研
１
）
大
塚
　
友
子

雨
や
み
て
光
る
草
木
冬
わ
ら
び

（
研
２
）
伊
部
三
千
子

短  
歌

俳  

句
川  
柳

ほ
し
づ
く
よ

そ
う
ぼ
く
ふ
ゆ

あ
さ
す
ず

き
よ

さ
い
し
ゅ
が

す
す
き
持
つ
下
校
の
子
ら
は
じ
ゃ
れ
あ
い
て

家
並
み
は
ず
れ
の
道
を
賑
わ
す
　

（
１
Ｂ
）
宗
像
　
道
子

万
葉
の
歌
に
惹
か
れ
て
ほ
と
と
ぎ
す

秋
の
ひ
と
と
き
咲
く
ほ
と
と
ぎ
す
　

（
２
Ｂ
） 

栁
田
美
惠
子

人
生
の
終
盤
迎
え
思
う
こ
と

希
望
忘
れ
ず
感
謝
感
謝
か
な
　

（
３
Ｂ
）
田
川
の
り
子

あ
さ
か
の
の
友
の
笑
顔
に
涙
し
て

何
を
想
う
か
祭
典
終
え
て
　

（
４
Ｂ
）
山
口
さ
た
子

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
友
達
曲
目
に

人
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
見
え
る
　

（
研
１
） 

熊
田
　
善
三

仰
ぎ
見
る
思
い
で
多
し
ビ
ッ
グ
ア
イ

六
年
間
の
感
謝
い
っ
ぱ
い
　

（
研
２
）
森
田
ひ
と
み

や

な

き
ょ
く
も
く

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

令和５年１０月１３日（金）
けんしん郡山文化センター大ホールにて３年
ぶりのクラス発表会。一致団結！各クラスと
も創意工夫のすばらしい発表を終える。

　
学
園
祭
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
は
秋

空
晴
天
の
10
月
13
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
年
ぶ
り
と
の
事
で
し
た
が
、

経
験
者
は
ほ
と
ん
ど
居
な
い
中
、

先
生
・
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
お
陰

で
大
成
功
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
私
は
３
回
目
の
経
験
と
い

う
事
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
長
と
い

う
大
役
を
引
き
受
け
た
も
の
の
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
幕
が
上
が
る
と
ど
う
で
し

ょ
う
。
思
わ
ず
一
緒
に
口
ず
さ
む

合
唱
・
コ
ー
ラ
ス
、
心
躍
る
ダ
ン

ス
や
踊
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
演

目
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　「
ふ
た
た
び
の
青
春
」そ
の
ま
ま
、

年
を
忘
れ
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
だ

一
日
で
し
た
。

「
大
成
功
の
学
園
祭
」

学園祭 ステージ発表部長
専門2年  郷土・生活

青沼 惠子

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

最優秀賞

優秀賞

藤田昌宏さん（1Ｂ）
佐浦　東さん（4Ｂ）
北　里子さん（研1）

の３名が表彰されました。
おめでとうございました。

　何と、11月になって夏日を記録するとは!! 専門２年になって
初めて、手探りの学園祭。何すればいいんだろう？担当の人た
ちも大変だろうな…と出し物決定！当然全クラス、先生方も
準備に苦労された事と思います。蓋を開けてみれば大成功に
終わる事が出来ました。｠
 　「あさかの学園大学」の学生たちはいざとなったら、今まで
の経験を十二分に発揮して何事にも立ち向かえるんじゃない
だろうかと思える程、力強く頼りになる人たちの集まりなんだ
なぁと、改めて思い知らされました。これから入学される方々
も同じだと思いますので、学園魂を引き継いでいきましょうね。

編 集 後 記 会報編集委員会
総務 橋本 秀雄

寄付と募金

♬会報「あさかの」が郡山市HPに掲載されることになりました。

掲載場所 郡山市トップページ＞ココカラこおりやま！＞健康メニュー＞生きがいづくり
（趣味・社会参加）＞あさかの学園の概要＞学生会に関する資料等

あさかの学園の
概要ページ

スマホの練習にご活用ください！

応募23作品の中から タオル寄付

歳末助け合い募金

1,091枚

￥190,254

4B 夢のフラフラサンバ

第
30
回

第
30
回

◆郡山市社会福祉事業団へ11月30日
（木）に訪問し、タオル、バスタオルを
お渡ししました。

◆郡山市社会福祉協議会へ12月25日
(月)に訪問し、寄付金をお渡ししました。
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